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○2020年度受講生認定
基礎コース16名
発展コース5名

○授業等の実施
2019年度 火山学実習（桜島）および建議成果報告シンポは

COVID-19感染拡大のため中止
2020年度 後述

○コンソーシアムの構築
（地方自治体）

北海道、宮城県、長野県、神奈川県、岐阜県、長崎県、鹿児島県
群馬県、山梨県（2020年3月）

（民間企業）
アジア航測株式会社
NTTドコモ（2020年3月）
東京電力ホールディングス（2020年4月）
九州電力（2020年9月）

（大学）
富山大学 人材育成運営員会承認 協定書締結の準備中

2019年度後半から2020年11月までの主な活動



2020年受講生状況
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計

M1 4 2 1 1 2 1 1 4 16

M2 3 1 3 2 2 1 2 1 1 1 2 1 20

D1 1 1 1 1 4

D2 3 1 1 1 1 7

D3 1 2 1 1 5

計 9 1 9 2 2 7 3 1 2 0 3 3 2 0 7 1 52

年度 基礎・応用認定 発展認定 基礎修了 応用修了

2016年2月 36

2017年5月 4

2017年11月 30

2018年3月 8 4

2018年4月 22

2019年3月 17 22

2019年4月 20 13

2019年9月 １

2020年3月 20 16
2020年4月 16 4

計 98 17 75 43

現在の受講生の学年・所属



コンソ授業等（火山学セミナー・実習） 大学講義
4月 上旬

中旬 4/18 認定式・オリエンテーション 火山活動論（名大4/22-）
下旬

5月 上旬
地震火山計測学特論（東北
大5/12-）

中旬
下旬

6月 上旬 火山学セミナ－（社会科学、地引、6/4-5）

中旬
海外研修/海外特別研修（ストロンボリ6/11-22）（中
止）

下旬 火山学特別セミナ－（社会科学、阪本6/25、26）
7月 上旬

中旬 火山学セミナー（火山砂防、藤田・堤,7/16,17）
下旬 火山学特別セミナー（気象庁職員研修、7/27-31)

8月 上旬
中旬
下旬

9月 上旬 火山学実習（草津白根、8/30-9/4）
中旬 岩石運動論（九大、集中）
下旬

2020年スケジュール（前期）
青文字はオンライン開催



10月 上旬 火山学会（名古屋大、10/8-10) アドバイザリー訪問

中旬 海底火山探査実習（神戸大

下旬
火山防災特別セミナ－（特別聴講生、阿蘇, 
10/20-22）

11月 上旬
火山学セミナー（火山測地、＠地理院 畑中・宗
包）11/12-13

火山計測学（京大、集中）

中旬 火山研究特別研修(南洋大学EOS)(11/19)
下旬

12月 上旬

中旬 火山学セミナー（火山噴煙、大石、12/17,18）

下旬
1月 上旬

中旬

下旬 海外研修/海外特別研修(フィリピン）

2月 上旬
中旬 火山学セミナー（実験 市原）

海底火山探査実習（神戸大 ）
下旬 火山学セミナー（地物観測、青山）＠北大

3月 上旬
火山学（特別）セミナ－
（災害軽減成果報告シンポ）3/16-17

中旬 火山学実習（霧島、3／7－12）
下旬

2020年スケジュール（後期）



「多項目観測の火山防災への活用」
「火山研究者と実務担当者の連携」
地方自治体（12団体）
民間企業（4企業）
国の機関（3機関）
総勢47名が参加（うち、受講生11名）

火山防災特別セミナー＠阿蘇山
（2020年10月20-22日）

火山研究特別研修 on Zoom（11月19日）

with 南洋工科大学EOS

15講演（受講生7）

EOSラボツアー

火山学実習（8月30日-9月4日）
＠草津白根

火山学セミナー（11月12-13日）
＠地理院

受講生18名
MT探査
地質調査・岩石分析
化学観測
火山監視（NTTドコモ）



インターンシップ
（令和2年11月～令和3年3月）

コンソーシアム参画機関

2019年11月～2020年3月
防災科研 2 名
鹿児島県 2 名
岐阜県 3 名

2020年4月～2020年11月
防災科研 4 名
国土地理院 2 名

（今後の予定）
防災科研 2 名
アジア航測 1 名



平成29~31年度修了生 進路先まとめ
火山研究・防災関係 24名
地球科学関係 3名
中高教員 2名

修了生38名中

・平成31年度（平成31年度3月基礎・または応用コース修了20名）
気象庁3名
民間企業（火山防災に関連）5名
民間企業（地球科学系）1名
地方自治体職員（防災対策関係）1名
民間企業（一般）4 名

・平成31年度（平成31年度9月応用コース修了、博士号を取得した1名）
防災科学技術研究所 任期付研究員 1名

・平成31年度（発展コース 中退者 1名）
気象庁1 名

・平成31年度（平成30年度応用コース修了、平成31年度に博士号を取得した３名）
東大研究員（CREST）、東北大研究員、京大研究員

・平成31年度（平成31年度応用コース修了、年度平成30年度修士課程修了者1名）
地方自治体職員1名



・平成30年度（平成30年度基礎または応用コース修了、
内修士課程修了者8名及び博士課程中途退学者2名）

気象庁1名
民間企業（防災対策、地質/岩石分野）2名
地方自治体職員（地質災害、防災対策関係）1名
中学校教員1名
民間企業（地球科学関係） 1名
国の機関 1名
民間企業（一般）3名

・平成30年度（平成29年度応用コース修了、平成30年度に博士号を取得した者3名）
気象庁、JSPS特別研究員（PD）、ジオパーク学術研究員

・平成29年度（5名）
国土地理院1名
民間企業（防災、地質関係）1名
民間企業（地球科学関係）1名
高校教員1名
民間企業（一般）1名



査読付き論文（受講生筆頭著者）20編／
博士課程受講生累計24名（2019年度末）
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・令和２年度 3月修了見込み
基礎・応用コース （20名）

博士課程進学希望 6 名
国の機関 1 名
国土地理院 1 名
民間企業（火山防災に関連） 7 名

（地球科学系） 1 名
そのほか 3 名
未定 1 名

発展コース （5名）
原子力規制庁 1名
未定 4名

令和２年度修了生・修了見込み生 進路先まとめ



○2021年度（令和3年度）受講生募集
11月1日 案内開始
11月末日 応募締め切り（基礎コース15名、発展コース5名）
12月下旬 受講生内定通知

2月-3月 追加募集の予定（4月初旬に決定）

○2021年度（令和3年度）事業計画
12月24日 人材育成運営委員会で大枠を検討

コロナ禍での対応

○今年度の授業関係
12月17-18日 火山学セミナー（噴煙、神戸大大石教授）
2月 火山学セミナー（実験、東大市原准教授）

火山学セミナー（地物観測、北大青山教授）
3月7-12日 火山学実習（霧島）
3月16-17日 火山学セミナー

「災害の軽減に貢献する地震火山観測研究計画（第2次）」
令和2年度成果報告会（オンライン）

今後の予定
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人数 コンソ参加16大学＋火山学会学生会員

【火山防災への貢献に関する展望】

プログラム開始後
博士・修士課程の学生数は大きく増加
日本火山学会の学生会員数が急増

修士課程

博士課程

修士+博士
火山学会
学生会員

火山学会学生会員数の把握ができているH31年まで


